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伊
軍
筆
頭
代
表
委
員
・

代表委員会報告をする
伊東筆頭代表委員

第
３０
回
全
国
総
会

・
交
流
集
会
は
二

月
十
二
日
、
川
崎
市
の
川
崎
労
働
会
館

で
開
か
れ
た
。

立
石
雅
昭
、
早
川
篤
雄
両
幹
事
代
表

委
員
が
議
長
を
つ
と
め
た
。

伊
東
達
也
筆
頭
代
表
委
員
と
柳
町
秀

一
事
務
局
長
が
総
会

・
交
流
集
会
に
対

し
て
、
ユ則
日
の
全
国
代
表
委
員
会
で
確

認
さ
れ
た

「代
表
委
］果
夏
型
遍
　
（三

～
九
面
参
昭
じ
を
行
っ
た
。

「討
訟♂

は
十
人
が
発
言

（二
面
参
昭
じ
。
伊
東

筆
頭
代
表
委
員
が

「ま
と
め
」
を
行
い
、

総
会

・
交
流
集
会
は

「報
生
ご

と

「討

込國
　
「ま
と
め
」
に
示
さ
れ
た
原
発
問

被
災
若
対
策
等
に
国
と
東
電
の
責
任
明
示
を

事
餞
は
『国
策
犯
罪
」　
事
故
費
用
後
取
り
は
「国
策
酢
欺
一

柳
町
事
務
局
長
が
「代
表
重
員
会
報
彙豊

題
を
め
ぐ
る
新
た
な
認
識
を
共
有
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
総
会

・
交
流
集
会
は
新
た
な

一　
柳
町
事
務
局
長
は
、
日
本
の
原
子
力

代
表
委
員
を
選
出

（二
面
参
照
０
し
た
。
Ｉ
螺
泰
ば
ρ
Ｒ
Ｙ
組
で
四で
行
き
請
ま
ヶ
、

次
期
全
国
交
流
集
会
開
催
予
定
地
・
二

「原
発
依
存
号
が
日
本
経
済
と
エ
ネ
ル

福
井
の
林
広
員
代
表
委
員
が
閉
会
あ
い

一
ギ
ー
政
策
に
大
き
な
歪
み
を
も
た
ら‐し

さ
つ
を
し
、
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
を

一
て
い
る
こ
と
を
指
摘
υ
日
本
の
原
子
力

呼
び
が
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
政
策
が

「国
策
民
営
」
の
無
責
任
体
制

伊
東
筆
頭
代
表
委
員
は
、
事
故
六
年

一
の
も
と
で
推
進
さ
れ
た
こ
と
は

「国
策

を
経
た
福
島
大
惨
事
の
実
相
は
、
通
常

一
犯
罪
」
で
あ
り
、
福
島
原
発
事
故
費
用

の
常
識
で
は
早
え
て
こ
な
い
こ
と
に
留

一
を
電
気
料
金
で
後
取
り
し
て
い
る
支
援

意
し
、
日
本
の
原
子
力
政
策
全
体
の
中

一
機
構
の
仕
組
み
は

，
前
代
未
間
の

「国
策

で
見
直
す
こ
と
の
必
要
を
指
摘
「
昨
年

一
後
取
り
詐
欺
」
事
件
と
糾
弾
し
た

の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
三
〇
年

一　
参
加
者
は
総
会
翌
日
十
三
日
午
ユ裂

現
地
調
査
の
教
訓
と
し
て
、
ベ
ラ
ル
ー

一
東
京
電
力
、
電
気
事
業
連
〈只
瑛
へ、
午

シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
で
の
事
故

一
後
は
第
二
衆
議
院
会
館
で
原
子
力
規
制

対
策
が

「国
の
責
任
の
原
則
」
を
明
記

一
委
員
〈【

原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
へ
の

し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
が
今
も
生
き
二

「申
し
ス
れ
」

‐と交
渉
を
行
つ
た
人
三

て
い
る
現
地
の
状
況
を
紹
介
し
な
が
ら
、
一
面
参
躍
ｏ
。
　
．　
一
、
　

１
　
　
・

○
電
事
連
。
東
電
・
規
制
委
へ

「申
し
入
れ
」
と
交
渉

（二
面
）

○
全
国
代
表
委
員
会
報
告

（三
～
十
面
）
　
　
　
一　
　
、

○
東
京
電
力
へ
の

「申
し
入
れ
」
（十
面
）

）

報
告
す
る
柳
町
事
務
局
長

福
島
惨
事
と
の
対
比
で
、
国
と
東
電
の

加
生
曇
屋
性が
い
か
に
曖
味
に
さ
れ
て
い

る
か
を
報
生
鳥

国
と
東
電
の
責
任
の
明

確
化
を
呼
び
か
け
た
。　
　
　
　
　
・

●
第
二
〇
回
全
国
総

会

・
交
流
集
会
は
、

福
島
第

一
原
発
事
故

六
年
を
経
て
、
事
故

の
実
相
や
日
本
の
原

子
力
政
策
の
歴
史
的
検
討
か
ら
改

め
て
事
故
被
災
者
対
策
、
事
故
収

集
対
策
と
合
わ
せ
原
発
再
稼
働
・

原
発
輸
出
反
対
の
共
同
行
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
見
直
す
場
と
な
っ

た
●

「代
表
委
員
会
報
告
」
も

「討
論
」
も
、
広
く
深
い
認
識
に

一暴
付
け
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

第
二
〇
回
を
数
え
る
全
国
総
会
・

交
流
集
会
と
あ
っ
て
本
来
な
ら
記

念
パ
ー
テ
ィ
ト
も
開
く
べ
き
で
あ
つ

た
が
、

「新
た
な
認
識
の
共
有
」

に
焦
点
を
絞

つ
た
全
国
総
会
・交

流
集
会
と
な

つ
た
●
放
射
性
廃

棄
物
の
処
理
処
分
の
見
通
し
が
な

い
の
に
原
発
建
設
・運
転
を

「見
切

り
発
車
」
し
た
こ
と
、
原
子
力
災

害
の
被
害
額
が
当
時
の
試
算
で
国

家
予
算
に
匹
敵
す
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
原
発
推
進
を
始
め
た
こ
と
、

今
に
な
つ
て
災
害
被
害
額
を
事
前

に
払
つ
て
い
な
い
か
ら

「過
去
分
」

と
し
て
電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
て

い
る
こ
と
は
前
代
未
間
の

「国
策

犯
罪
」

「国
策
詐
欺
」
で
あ
る
。


